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○５番（藤田謙二議員） おはようございます。５番藤田謙二でございます。ただいま議長より

発言のお許しをいただきましたので，通告順に従いまして一般質問をさせていただきます。 

 ５月１日の皇位継承により新たな時代，令和の扉が開かれました。春の訪れを告げ，見事に咲

き誇る梅のように一人ひとりがあすへの希望とともにそれぞれの花を大きく咲かせることができ

る，そうした日本でありたいとの願いを込め決定されたという令和という元号，ぜひ本市におい

ても，本日傍聴にお越しいただいている高校生など，令和の時代を担う若い皆さんをはじめ，市

民一人ひとりがあすへの希望とともに大きな花を咲かせられる，そんな地域づくりを目指し，市

民と行政が力を合わせ新時代，令和を切り開いていけたらと願っております。 

 また，ゴールデンウイーク中にもかかわらず，５月１日は記念すべく令和初日ということで全

国的に婚姻届を提出する方が多いであろうとの推測のもと，本市においても窓口を開いたところ

１３組のカップルが婚姻届を提出し，めでたく夫婦になられたと伺いました。記念ボードを設置

するなどの対応も功を奏し，記念撮影をする姿が市のフェイスブックでも紹介されるなど素敵な

思い出となったことと思います。 

 昨年は１年間で１１７組の婚姻届の提出であったということからも，いかにこの記念すべき令

和の幕開けの日を選ばれたカップルが多いかがうかがい知れるわけであります。ぜひ末永く幸せ

になっていただきたいと思います。 

 そして，令和初となる国民体育大会及び全国障害者スポーツ大会開催までいよいよ４カ月を切

りました。先月２５日と２６日には山吹運動公園と里美運動公園を会場に第１９回全国障害者ス

ポーツ大会いきいき茨城ゆめ大会関東ブロック予選会を兼ねたリハーサル大会が開かれ，熱戦が

展開されていました。秋の本大会に向け運営面での確認も細部にわたってできたことと思います。

ぜひ，選手団の皆さんに満足していただける大会となるよう，また，市の魅力を発信できる絶好

の機会であり，リピーターとして再訪いただけるようなおもてなしを提供することで交流人口拡

大へも弾みとなるものと考えていますので，残された期間，さらなる市民を挙げたホスピタリテ

ィー意識の醸成などにも努めていっていただきたいと思います。 

 それでは，令和最初となります本市議会定例会での質問に入ります。 

 １つ目は，教育環境の向上について，（１）活力と魅力ある教育環境づくりについてでありま

す。 

 今年４月，県立高校再編により太田二高と佐竹高校が統合され，新たに太田西山高校が開校し

ました。常陸太田という歴史ある地に誕生したこの新設高校には，太田二高と佐竹高校，両校の

伝統を引き継ぎながらも令和時代の幕開けにふさわしい新たな歴史を築いていっていただきたい

と望んでおります。 

 一方で，これまで３校あった高校が２校に減少することに伴い，両校の志願倍率もこれまでに

まさるとも劣らない数字になるものと推測していましたが，ふたを開けてみると，太田一高，太

田西山高校ともに募集定員割れといった予想外の結果となってしまったわけであります。 

 特に，太田一高の大幅な定員割れについては，誰もが驚きと衝撃を受けたことと思います。自

分も卒業生の１人として，また，地域づくりに携わる一員として，このような状況が万が一続い
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てしまったらと大変危惧しているところですが，もはや県立高校だからといって県や学校に打開

策を委ねるだけでなく，地域もともにその解決策を見出していかなければと痛切に感じていると

ころであります。 

 そこで，①として，近年の市内中学生の動向として，市内の高校及び市外の高校への進学状況

はどのようになっているのかお伺いいたします。 

 次に，県内一広い面積を有する中，遠距離通学を強いられる高校生に対してバス通学用の定期

券の一部助成を実施していますが，②として，高校生バス通学用定期券購入助成の要件と近年の

実績についてお伺いいたします。 

 次に，（２）市内の県立高校との連携促進についてであります。 

 県は２０２０年度から２０２２年度にかけて県立高校再編の一環で高校入試のない県立の中高

一貫教育校１０校を順次開校すると発表し，その中の１校に太田一高も含まれており，来春から

併設型の中高一貫校として中学１学級，高校５学級として開校が予定されています。 

 そのような中，①として太田一高中高一貫教育校導入に当たり県立中学校と本市教育委員会と

のかかわりについては，どのようになるのかお伺いいたします。 

 また，今年２月に県が策定した県立高校改革プランにおける基本プランの中でも，高校は地域

で活躍する人材育成について極めて重要な役割を担っているとともに地域の核として期待されて

いる。今後は平成３０年３月公示の新学習指導要領で示された教育の目標を学校と社会が共有し，

連携・協働しながら生徒の資質・能力を育む「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて，高校

と地元市町村，企業等と連携しながら地域課題の解決に取り組む探究的な学びを推進するととも

にインターンシップ等の充実を通じて地域産業に深くかかわり，地方創生に資する高校改革が求

められていると記されています。 

 さらに県内を１２のエリアに分け，そのエリアを基本として学校，学科の配置を検討するとと

もに，エリアごとに高校と地域の関係者が意見交換をする場を設けるとしています。ぜひ地域の

中の高校として教育を充実かつ存続させる上においても市教育委員会や市Ｐ連関係者，地域の有

識者などが協議する場が必要であると考えますが，②として地元高校の魅力アップに向けた連携

促進についてご所見をお伺いいたします。 

 ２つ目は観光振興について，（１）観光施設の誘客促進についてであります。 

 ６月下旬から７月上旬にかけて，今年度も市内４地区で議会報告・意見交換会を開催すること

となっています。そのテーマの１つとして，今回は観光の振興について意見交換を行うこととし

ています。これは，昨年度実施した意見交換会参加者のアンケート調査から関心の高かった分野

であることから選ばれたわけでありまして，過日，報告会に向け過去３年間の市内観光客の観光

施設ごとの入込客数の推移について調査を行ったところ，全体的には減少傾向にあるものの前年

対比で客数を伸ばしている施設も幾つか見受けられました。 

 ＰＤＣＡの観点からもそのような結果を分析し，改善策を講じていくことがとても重要である

ことは言うまでもありませんが，道の駅ひたちおおたについては，次の項目で別途取り上げたい

と考えておりますので，それ以外の市内観光施設の中で，①として，入込客数が伸びている竜の
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里公園，竜っちゃん乃湯，物産センターなどの成果へとつながった要因，また一方で減少幅の大

きいプラトーさとみ，里美ふれあい館，西山の里桃源などについては，現状をどのように捉え，

どういった改善策を検討されているのかについてお伺いいたします。 

 また，②として誘客に向けた観光客のニーズと本市の課題については，どのように分析されて

いるのかお伺いいたします。 

 そして，今後の戦略の一つとして道の駅を扇の要とした金砂郷地区，水府地区，里美地区への

誘客促進に向け，例えば金砂郷地区をそば打ち体験や金砂小学校における各種体験などを中心と

したエクスペリアゾーン，水府地区をバンジージャンプやカヌー体験などを中心としたアクティ

ビティゾーン，里美地区をぬく森の湯や星空輝くプラトーさとみを中心としたスパ＆ネイチャー

ゾーン，太田地区を西山荘や古い建物の残る鯨ケ丘を中心としたヒストリー＆カルチャーゾーン

といったように，それぞれの地区の特徴を生かした，イメージしやすいネーミングや視覚的に訴

えるわかりやすいゾーンマップなどを作成し，道の駅を拠点に誘導を促すような仕掛けを考えＰ

Ｒしてみてはと考えますが，③として地域色を生かしたゾーン戦略について，ご所見をお伺いい

たします。 

 最後に（２）道の駅ひたちおおたについてであります。 

 週末を中心に多くの来場者でにぎわいを見せている道の駅ひたちおおたでありますが，平成２

６年度重点道の駅に選定され，平成２８年７月のオープンから間もなく３年が経過しようとして

います。全国には現在 1,１５４の道の駅が登録されており，茨城県内にも１３駅が道路利用者へ

の安全で快適な道路交通環境の提供及び地域の振興に寄与することを目的に地域の特性を生かし

てさまざまなアイデアを駆使しながら運営されています。 

 中でも，全国で６カ所のモデル道の駅に選定されている栃木県道の駅もてぎでは，創意工夫の

取り組みにより利用客数及び販売額が１０年間で 1.３倍へと増加しているなど高い評価を受け

ています。以前に同施設を視察し担当者に話を伺ったところ，３年を一つの目安に改善・改革に

心がけているとのことでありました。３年たってもうまくいかないものは何年やっても成果は期

待できないとの考えのもと，配置換えやテナントの入れ替えなど，変革を恐れず新たな内容にチ

ェンジ・チャレンジしていくことで今につながっているといった，まさに現場の中心で活躍し，

実績を上げている方の説得力ある説明でありました。 

 そのような中，①として，道の駅ひたちおおたもオープンから３年が経過しようとしている中，

それぞれの部門，直売所，レストラン，テナント，トマトハウスごとの運営状況について，改善

を図ってきた点なども含めお伺いいたします。 

 以上，２項目８点についてお伺いいたしまして，私の１回目の質問を終わります。 

○成井小太郎議長 答弁を求めます。教育長。 

〔石川八千代教育長 登壇〕 

○石川八千代教育長 活力と魅力ある教育環境づくりについての１つ目の質問，近年の市内中学

生の進学状況についてお答えいたします。 

 過去５年間の進路状況調査によりますと，平成２６年度は市内進学者２７５名に対して市外へ
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の進学者が２２０名，平成２７年度は市内進学者２７１名に対して市外への進学者が１９２名，

平成２８年度は市内進学者２５９名に対して市外への進学者が１９５名，平成２９年度は市内進

学者２２６名に対して市外への進学者が２１９名，平成３０年度は市内進学者２０４名に対して

市外への進学者が１８９名となっております。ここ数年，おおよそ５０％強の生徒が市内の高校，

５０％弱の生徒が市外の高校に進学しておる状況にあります。 

 続きまして，市内の県立高校との連携促進について，２点のご質問にお答えいたします。 

 まず１つ目，太田一高中高一貫教育校導入に当たり，県立中学校と本市のかかわりについてお

答えいたします。 

 茨城県教育委員会では県内を１２エリアに分け，来年度からの３年間で１０校の中高一貫教育

校を設置する予定であります。来春の太田第一高等学校併設型中高一貫教育校の開校に向けては

この４月から太田第一高等学校併設型中高一貫教育校開設準備委員会が設置され，県高校教育改

革中高一貫校開設チームをはじめ，関係課及び当該高校に市教育委員会も加わり，学校の教育方

針や教育課程，施設設備の充実など開校に向けての協議が進められております。市内の中学校と

太田第一高等学校併設型中高一貫教育校との交流や部活動などの面でよりよい連携が図れるよう

積極的に意見を述べていきたいと考えております。 

 続きまして，２つ目の質問，地元高校の魅力アップに向けた連携促進についてお答えいたしま

す。 

 この春開校した太田西山高校につきましては，行政や地元代表者などで構成された新校設置推

進協議会において地域に根差した高校がどうあるべきかなどを協議し，２年生からは特進コース，

教養コースに加え地域観光ビジネスなどを学ぶ商業コースや保育や介護について学ぶ福祉保育コ

ースを設置し，生徒たちがこの学校で真に学びたいと思えるような魅力ある学校としてスタート

したところです。 

 現在，市内の高校では当該校長を中心として市内をはじめとする近隣の中学校そして教育委員

会に直接足を運び高校の特色や魅力などを説明したり，学校便りを配布したりするなど学校の特

色や魅力を理解してもらうべく意欲的に活動を行っております。 

 また，それぞれの高校には市内の中学校校長も学校評議員としてかかわるなど協議の場がござ

います。そのような機会に中学校の願いなどを伝えるとともに高校のあり方について意見を述べ

ております。現在，本市の小中学校においてはよりよく生きる力を確実に育む夢育を教育の根幹

に据えながら，児童生徒一人ひとりに望ましい勤労観や職業観を育むキャリア教育を推進してい

るところでございます。 

 また，その取り組みを通してよりよい生き方や進路の選択ができるように適切な支援をしてい

るところでございます。市教育委員会としましてもこれらの市の教育方針を踏まえながら市内の

中学生の希望やニーズ等を十分に把握した上での高校での授業や特色ある教育活動の展開を初め，

魅力ある学校経営について，県や高校に意見を申し上げていきたいと考えております。 

○成井小太郎議長 答弁を求めます。企画部長。 

〔武藤範幸企画部長 登壇〕 



 ５ 

○武藤範幸企画部長 高校生バス通学用定期券購入助成についてのご質問にお答えいたします。 

 初めに，本制度は市内高校生の遠距離通学の負担軽減とともに公共交通の利用促進を図るため

平成２３年４月より実施している助成制度でございます。 

 助成対象者の要件といたしましては２点ございまして，１点目として市内に住所を有する高校

生であって市内の停留所を発着地として利用する生徒としてございます。最寄りのバス停留所か

ら市内の高等学校や常陸太田駅まで路線バスを利用し，市外の高等学校へＪＲなどを利用して通

学する高校生が対象となります。 

 ２点目は，３カ月以上の期間の往復定期券を購入し，１カ月当たりの購入金額が１万円を超え

る生徒または３カ月以上の期間の片道定期券を購入し，１カ月当たりの購入金額が 5,０００円を

超える生徒を対象としてございます。対象となります高校生への助成金の額でございますが，往

復定期券の場合は購入した定期券の１カ月当たりの金額が１万円を超える部分の８割とし，片道

定期券の場合は購入した定期券の１カ月当たりの金額が 5,０００円を超える部分の８割を助成

するものでございます。 

 次に，本制度の利用状況でございますが，直近３年間の実績で申しますと平成２８年度は６８

人，平成２９年度が４０人，平成３０年度が３０人の高校生が利用しており，利用者数は減少傾

向にあります。 

 また，平成３０年度に利用された高校生３０人を地区別に申しますと水府地区３人，里美地区

２７人となっており，さらには市内の高等学校通学者が２９人，市外の高等学校通学者が１人と

なってございます。 

 利用者数が減少傾向となっております理由といたしましては，少子化人口減少により市内の高

校生の数が減少していること，また，平成２８年１０月に実施しました公共交通の第一次再編に

おきまして，路線バス運賃を乗車距離に応じた運賃から距離区分に応じた安くてわかりやすい運

賃に改定したことにより，定期券の購入額が助成基準となる額を超える対象者が平成２８年度以

降減少したことも理由の１つであると考えてございます。 

○成井小太郎議長 答弁を求めます。商工観光部長。 

〔小瀧孝男商工観光部長 登壇〕 

○小瀧孝男商工観光部長 観光振興における観光施設の誘客促進について３点のご質問にお答え

します。 

 まず１点目の，市内の主な観光施設の入込客数の分析と改善策についてですが，道の駅ひたち

おおたや竜神大吊橋など市内のおもな観光施設１７施設における平成３０年度の入込客数は１５

２万 2,２２７人で前年度比７万 3,２９５人の減でありました。 

 議員ご発言にありました竜の里公園は近年人気が高まっているオートキャンプでのリピーター

が増えていることや秋の紅葉シーズン時の利用者が倍増したことなどから平成３０年度の利用者

は前年度比５３９人増の 2,５５６人となっております。 

 竜っちゃん乃湯につきましては，バンジージャンプ，竜神カヌー等の体験者や竜の里公園キャ

ンプ利用者への入浴料無料券，また道の駅ひたちおおたにおいて入浴料割引券を置くなどの誘客
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に取り組んだ結果，平成３０年度は前年度比 1,６９３人増の２万 6,４０８人の入場者がございま

した。 

 また，水府物産センターは前年度比 3,６９９人増の７万 8,７０５人の入込客数となっておりま

す。これは，平成２８年度より取り組んでおります団体バスツアー旅行費用の一部を助成する団

体旅行誘客促進助成事業を活用した団体ツアーが平成３０年度は前年度比３５件増の１０５件と

なり前年度比６５９人増の 3,４９９人の方が本市を観光しておりますが，このうちの５８％に当

たる６１件のバスツアーが竜神大吊橋を観光したことやインバウンド旅行者数が前年度より 1,

８８７人増の 2,６６６人に増えたことなどから入込客数増につながったと考えております。 

 次に，入込客数の減少している施設についてですが，里美地区のプラトーさとみ，及び里美ふ

れあい館につきましては，里美ふるさと振興公社が管理運営を行っているところでございますが，

これまで施設を利用していただいた少年団等の団体利用者の減と相まって営業活動及びＰＲ不足

等から利用者の減少を招いていると捉えております。 

 そのため，里美ふるさと振興公社は平成２８年度から経営健全化計画に基づき事業の見直しや

人員削減等による経営の健全化を図っているところでございます。今年度につきましては，これ

までの事業内容の見直しや課題を抽出するとともに民泊や金砂小学校等の県内外各学校等へのＰ

Ｒ活動とあわせた誘客推進を図るとともに星空観測等のプラトーさとみでしか体験できない企画

を前面に出した誘客を行うなど里美ふるさと振興公社と連携を図りながら取り組んでまいります。 

 なお，里美ふれあい館と合わせまして平成３１年３月に策定した常陸太田市公共施設等再配置

計画に基づいた再配置について検討を図ってまいりたいと考えております。 

 次に，西山の里桃源についてですが，西山御殿，いわゆる西山荘の平成３０年度の入場者数が

前年度比 5,１２９人減の２万 3,４００人でありましたことからその影響を受けまして，西山の里

桃源への入込客数も前年度比 5,５０８人減の４万１６５人と減少につながったと考えておりま

す。現在改善策の検討を図るため西山の里観光施設の現状や課題等の洗い出しを進めているとこ

ろでございます。 

 続きまして，２点目の観光客ニーズの分析と本市の課題についてですが，平成２９年度の茨城

県観光客動態調査によりますと茨城県内の観光客のニーズでは祭事・イベントが２2.７％と最も

多く，続いてスポーツ施設・公園キャンプ場等が１7.４％，歴史・文化が１７％となっておりま

す。本市の平成３０年度観光客動態調査では地元の新鮮な野菜果物の購入や地元食材を使った食

事が味わえる道の駅が４7.３％と最も多く，続いて祭事・イベントの１9.３％，観光施設が１5.

３％となっており，常陸太田市ならではの食や文化，歴史，祭り等の地域にふれあう体験型観光

へのニーズが高い状況にあります。 

 次に，本市の課題についてですが，宿泊施設の不足や常陸太田市へ到着してからの二次交通の

不便さなど大きな課題がございます。市では観光レンタカー助成やプレミアムつき旅行券の発行

などを引き続き行うとともに地域資源を生かしたＰＲやおもてなし力向上のための基盤づくりを

行うなど本市における魅力や強みを最大限に生かした観光地域づくりを推進してまいります。 

 続きまして３点目の地域色を生かしたゾーン戦略につきましては，今後市の観光戦略を展開し
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ていく上で議員ご提案のありました地域色を生かしたゾーン戦略は地区の受け皿としての体制整

備を図る際に実行サイドとして有効な手段であると捉えておりますことから参考とさせていただ

きたいと考えております。 

○成井小太郎議長 答弁を求めます。農政部長。 

〔根本勝則農政部長 登壇〕 

○根本勝則農政部長 観光振興のうち，道の駅ひたちおおたについて，オープンから３年が経過

する中の運営状況についてのご質問にお答えいたします。 

 平成２８年７月２１日にオープンをいたしました道の駅ひたちおおたは，オープン当初から多

くの方々にご来場いただいているところであり，本年７月に３周年を迎えようとしております。

道の駅がオープンしてから本年３月末日までの約２年８カ月間の入込客数は延べ約２３０万人，

総売上額は２１億 3,２００万円を超える状況となっております。 

 また，平成３０年度の道の駅全体の入込客数は７８万 7,０００人で前年比９7.１％とわずかな

がら下回ったものの総売上額は前年比１０0.８％の７億 5,７００万円となってございます。 

 部門別の売上額でございますが，直売所につきましては，前年比１０3.７％の４億 4,２００万

円，レストランにつきましては，前年比９5.６％の 6,４００万円，テナント６店舗につきまして

は前年比９7.３％の２億 4,３００万円，トマトハウスの摘み取り体験につきましては，前年比２

１6.７％の１００万円，その他屋外テント販売等につきましては，前年比９4.２％の６５０万円

となっております。 

 オープン時からこれまでに各店舗等で改善を図ってきた点でございますが，まず直売所におき

ましては販売促進のためにお客様目線でのポップ広告やレシピの掲示に努めるとともに，直売所

の商品の品質レベルアップを図るために出荷者協議会が中心となり，毎月第一金曜日に役員等に

よる商品の品質チェック活動やラッピングの講習会等を実施するなど改善を図ってまいりました。 

 レストランにおきましては，季節ごとのビュッフェメニューの変更やスタッフの接客対応を向

上させるための接遇研修など，またテナント６店舗においては各店舗での単独イベント販売だけ

ではなく毎月開催しているテナント会議等を踏まえ，味覚フェアや里川カボチャフェア，イチゴ

フェア等，全店舗が一丸となったイベントの開催に積極的に取り組んでいるところでございます。 

 その他，トマトハウスにおきましては，安定した数量，品質を確保するために県の農業改良普

及センターと連携し，季節にあった作型への変更等，改善を進めているところでございます。 

 運営上の課題といたしましては，直売所の午後の品ぞろえの充実でございます。直売所は朝採

り野菜が売りでございますが，午前中に地場産品の販売が集中し，午後には多くのお客様がご来

場されているにもかかわらず地場産品が品薄になる状況にあります。現在でも週末は多くのお客

様にご来場をいただいているところでございますが，特に今年の秋には茨城国体等があり，本市

においても競技会場となっておりますことからより多くのお客様が当道の駅にお立ち寄りになる

ことが予想されます。道の駅においてはこのような商機を逃すことのないよう現在，各出荷者に

対しまして，電話等による出荷依頼やメール配信サービスにて販売状況の情報を提供するなど出

荷の促進を図っているところでございますが，販売形態が出荷者からの委託販売であるがゆえに
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売れ残りとのバランス等もあり午後の地場産品の補充が少ない状況になっているのが現状でござ

います。 

 このような状況から，今年度は市観光物産協会やＪＡ常陸と連携し，多くの来場者が見込める

観光バス等の立ち寄り情報等を出荷者に提供し，出荷の促進を図るなど出荷者の所得の向上につ

ながるよう改善に取り組んでいるところでございます。 

 さらには，施設の入り口やフードコート，レストランの客席に設置してあるお気づき箱からい

ただいたお客様の声からの声を真摯に受けとめ，適切な改善を図り，道の駅の魅力アップに努め

ているところでございます。 

 本市といたしましては，今後とも引き続き道の駅ひたちおおたの効果的な事業運営につながる

よう指定管理者とともに情報共有に努めながら関係する団体等と連携を密にして取り組んでまい

りたいと考えております。 

○成井小太郎議長 藤田議員。 

〔５番 藤田謙二議員 質問者席へ〕 

○５番（藤田謙二議員） それでは，２回目の質問を行います。 

 大項目１，（１），①の近年の中学生の進学状況については，約半分が市外の高校に進学して

いる状況であるということで，もちろんこの選択の自由のもとでは，この個人の意思を束縛して

強要することはできないわけでありますけれども，今のこの状態が今後も変わらず続くとなると

現在の市内の子どもの出生数からしてもこの先１０年後には市内の高校に進学する市内の中学生

は１００名ちょっととなってしまいます。 

 また，現在の太田一高と太田二高，そして太田西山高校の地域別生徒数を各学校に今確認をし

ましたところ，太田一高は市内中学生が全体の４1.４％，太田二高は２年生，３年生が３4.９％，

太田西山高校は一年生４6.５％で二高と西山高校を合わせた平均は４1.３％ということで実に両

校とも約６割の生徒が市外からの通学となっているということがわかりました。 

 この状況からすると１０年後の常陸太田市内の高校に通う生徒は全体でも２５０名弱となって

しまい，常陸太田市内に２つの高校は必要ない，統合して１校にといった事態へもなりかねない

心配があるわけです。 

 現在の二校体制だからこそ進学や就職に至るまで幅広い教育環境が市内に整っているものと感

じますし，今後もその体制を維持していくためにもできるだけ地元の高校に入学していただける

ような機運を高めていけたらと願うところであります。 

 ②の高校生バス通学用定期券購入助成については現状理解をいたしました。常陸太田市内につ

いては，公共交通の第一次再編による運賃改定に伴い料金が安くなったことからも助成基準を超

える負担が減り，助成件数も減少しているということでありますが，市内の高校に通う生徒の６

割が先ほど申し上げたように市外からということからも，隣接の那珂市や常陸大宮市，日立市か

らはどれくらいの通学費がかかっているのかを調べたところ，３カ月間の定期代がＪＲ上菅谷駅

常陸太田間では１万 2,９６０円，ＪＲ常陸大宮駅常陸太田駅間では２万 1,１９０円に対し，大甕

太田馬場間の路線バスでは４万円となっていて，日立方面からのバスの定期代については，かな



 ９ 

りの負担がかかっていることがわかりました。そういったことも要因の１つになっているせいか，

日立市から常陸太田市内の高校へ通う学生が大幅に減ってきている状況にあるようです。 

 一方で，日立市の私立高校ではスクールバスを走らせ，太田からの生徒獲得に鋭意取り組んで

います。そのような中，広域的な視点で学生など交通弱者への支援が必要となってくると考えま

すので，今後の公共交通再編の中で，日立電鉄線がなくなり往来が不便になってしまっている日

立市との広域的な連携によるバス料金体制等についてもぜひ検討をしていってほしいと要望いた

します。 

 次に，（２）①の県立中学校と市教育委員会のかかわりについてですが，男女２０名ずつの募

集ということで部活動などについては，個人競技は何とか問題ないとしても団体競技などは設置

が厳しい状況にあると感じています。来春の開校に向け４月に中高一貫教育校開設準備委員会が

設置され，市教育委員会もメンバーとして加わっているということですので，この部活動の中体

連への大会参加や団体競技などについては，どのようにこれから検討していくのか等々，地域ス

ポーツクラブ等の連携協力も含め，子どもたちにとってよりよい環境整備を進めていっていただ

きたいと思います。そして，対象となる現中学３年生や保護者の方にできるだけ早く情報提供で

きるよう努めていってほしいと望みます。 

 次に②の地元高校の魅力アップに向けた連携促進については，ぜひ常陸太田市内で高校までの

教育が永続的に受けられる環境づくりを危機感を持って推進していってほしいと望みます。 

 全国でも同じような課題に直面している地域では，地元高校を存続させるために従来の公立高

校を都道府県任せにしてきた姿勢から一転し，市町村が我がまちの問題として捉えて，主体的に

魅力向上に取り組む動きも出てきています。そのような地域で共通していることは，地域に高校

がなくなってしまったら，その影響は子どもたちが地元で教育を受ける機会が奪われるだけにと

どまらず，子育て世帯の転出に加え地元商店の利用者も減り，さらに鉄道などの交通網も維持が

難しくなる可能性が出てきてしまうという危機感です。 

 以前，会派の視察で訪問した島根県の離島海士町の島前高校魅力化プロジェクトにコーディネ

ーターとしてかかわった岩本悠氏は，これまで地域づくりの文脈において教育や学校というのは

余り注目されてきていなかったがここで子どもを育てたいという教育プランを築くことで子育て

世帯の若者の流出を食いとめ，逆に子連れ家族のＵターンやＩターンを呼び込むこともできる。

教育には地域を変える大きな可能性が秘められていると言っています。 

 ぜひ，子どもが行きたい，親が行かせたい，地域住民がこの学校を生かしていきたいと思うよ

うな機運を醸成するためにも高校自体の魅力を高める働きかけはもちろんですけれども，先ほど

の通学の利便性を高めるためにも，例えばスクールバスの導入であったり，また本市の高校に通

う市外の生徒に対する，例えば，一定額を超えてしまう交通費の一部助成や，通学が困難な生徒

の下宿の復活に伴う，例えばリフォームの一部助成など，学校と地域と行政が一体となった対策

や改善等々支援体制の構築を強く望みます。 

 次に，大項目２，（１），①市内の主な観光施設の入込客数の分析と改善策については，やは

り成果が上がっているところにはそれなりのヒントが隠されているはずで，逆に落ち込んでいる
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ところには何らかの原因があるものと思います。道の駅ひたちおおたに置いた割引券なども有効

であったということですので，そういった取り組みをほかにも波及させるなど，引き続きさらな

る検証を進め改善を図っていっていただきたいと思います。 

 また，団体バスツアーの助成事業やインバウンド旅行推進などについては，今後さらなる発展

が期待できる分野であると考えますので，より一層力を注いでいってほしいと願います。 

 そして，西山の里桃源については，もちろんこの西山荘との兼ね合いが大きいことは承知して

いますけれども，レストランなどは西山荘に頼らなくても誘客できるような仕掛けをぜひ進めて

いただきたいと願っております。 

 そこで，道の駅ひたちおおたとＪＲ常陸太田駅にある観光案内所での市内観光施設の問い合わ

せ状況については，どのように推移しているのかお伺いをいたします。 

○成井小太郎議長 答弁を求めます。商工観光部長。 

○小瀧孝男商工観光部長 観光振興について２回目のご質問にお答えします。 

 道の駅ひたちおおたの観光案内所は平成２８年度からコンシェルジュを配置し，来訪者への観

光情報等を案内しておりますが，年間の案内件数は平成２８年度１万 7,５９９件，平成２９年度

２万 4,７４１件，平成３０年度２万 7,１９５件と年々増えている状況にあります。 

 また，問い合わせ内容及び件数につきましては，問い合わせが多かった上位件数で申し上げま

すと，平成２８年度はブドウに関して２７４件と最も多く，次いで竜神大吊橋の１７０件，西山

荘の１２７件という順で問い合わせがございました。 

 平成２９年度につきましても，ブドウに関して３８０件，竜神大吊橋３３２件，西山荘２４７

件と前年度同様の順で問い合わせがございました。 

 平成３０年度につきましても，ブドウに関する問い合わせが５９５件と３年連続で最も多い問

い合わせでございましたが，２番目にはＮＨＫ大河ドラマ等のロケ地である八幡橋に関しての問

い合わせが４４４件と多くあり，３番目には今年改装してリニューアルオープンした里美地区の

ぬく森の湯をはじめとする市内温泉施設に関する問い合わせが４３６件と多くございました。 

 続いて，ＪＲ常陸太田駅観光案内センターの過去３年間の案内件数を申し上げますと，窓口及

び電話等による問い合わせは平成２８年度が 8,０８７件，平成２９年度が 7,１５９件，平成３０

年度が 6,２９１件と，こちらの案内件数は減少傾向にございます。 

 また，問い合わせ内容及び件数につきましては，問い合わせで多かった上位件数で申し上げま

すと平成２８年度は竜神大吊橋が３５６件と最も多く，次いで西山荘２５２件，鯨ケ丘の町並み

２０７件という順の問い合わせでございました。 

 同様に，平成２９年度は竜神大吊橋３１６件，西山荘２２９件，佐竹寺１７０件の順で問い合

わせがあり，平成３０年度は竜神大吊橋２９９件，鯨ケ丘の町並み２０７件，西山荘１９８件の

順で問い合わせがございました。 

○成井小太郎議長 藤田議員。 

○５番（藤田謙二議員） ありがとうございます。やはりマイカーで来られた道の駅の観光案内

所と電車等を利用して来られたであろう駅の案内センターとでは同じ町の観光問い合わせでもこ



 １１ 

れだけ関心のある目的地に違いがあるということですから，今後さらに分析を深めてニーズに合

った観光パンフレットの配置や案内情報の提供に努めていっていただきたいというふうに思いま

す。 

 今年の１月に会派の視察で訪問した淡路市では馬の背のような地形のもと，栄えてるのはどち

らかというと東エリアの太平洋側なのですけれども，あえて過疎の進む瀬戸内海側の西エリアを

中心に民間企業パソナグループが廃校を活用した６次産業の推進をはじめ，レストランなどの飲

食事業やグランピングなどの観光事業等々，島にゆかりのなかった若い人たちも参加をして地域

の方々とともに地域活性化に取り組んでいました。 

 今後，本市においても外からの視点を取り入れるということが必要になってくるのではないか

と感じています。地元住民にとっては当たり前の自然や風景が，外から見ると限りない可能性を

秘めた魅力に映るかもしれません。 

 特に，プラトーさとみなどは高原のロケーションを生かし民間企業の参入を誘致するなど外部

の力を活用していくといったことも有効であると考えますので，ぜひ検討していっていただきた

いと思います。 

 次，②の観光客のニーズと本市の課題については，体験型観光へのニーズが高いといった分析

がなされているわけですから，そういったニーズに合った戦略のもとさらなる誘客促進を図って

いってほしいと思います。 

 ③の，地域色を生かしたゾーン戦略については，平成１６年に策定されました合併まちづくり

計画，新市建設計画ですけれども，その中に地域性を生かしたとてもわかりやすい新市将来構想

図が掲載されてあったように，話題性や注目度アップを図る上でも，また，県内一広い面積のも

と，１日では到底回りきれない魅力が点在する中，フィルムコミッションで提案したロケ地めぐ

りの推奨コースのように，エリアごとのモデルコースを設定するなど，何回も訪れてもらえるよ

うな仕掛けが必要であると思いますので，ぜひ道の駅を起点にそれぞれのエリアに足を運んでも

らえるような戦略に努めていってほしいと望みます。 

 次に，（２）道の駅ひたちおおたについては，３周年を来月迎える中，昨年並みの売り上げを

維持されているということで部門別に見てもほぼ同じような水準で推移している旨理解いたしま

した。 

 そこで，幾つか再質問させていただきます。 

 直売所においては，生産者に地場産率の低い作物で，売れ筋である作物の情報提供なども実施

してきたということで，当初の方針でも地場産にこだわった品ぞろえに努めるとのことであった

と思いますが，地場産率の状況についてお伺いをいたします。 

○成井小太郎議長 答弁を求めます。農政部長。 

○根本勝則農政部長 道の駅ひたちおおたの地場産率の状況等についてお答えいたします。 

 地場産率の算出につきましては，直売所における農産物の販売額のうち生産者が直接出荷して

いるものの販売額の割合の数値でお答えさせていただきます。 

 平成２８年度は，オープンの７月から約８カ月間で直売所における農産物の販売額１億 6,００
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０万円のうち生産者が直接出荷しているものは１億 1,８００万円で地場産率は７3.９％となっ

ており，同様に平成２９年度は販売総額２億 2,４００万円のうち１億 6,５００万円で地場産率は

７3.７％となっております。 

 平成３０年度につきましては，販売総額２億 3,８００万円のうち１億 7,９００万円で地場産率

は７5.３％となっており，前年比で 1.６ポイントの増となっております。 

 引き続き，市，県，ＪＡ常陸等と連携し平成３０年度から実施している少量多品目生産売れ筋

野菜栽培講座の開催等を進めまして地場産率の向上について品質の向上に向けた取り組みを進め

てまいりたいと考えております。 

○成井小太郎議長 藤田議員。 

○５番（藤田謙二議員） この道の駅ひたちおおたの魅力の１つというのが，やはりこの地場産

率の高さであると私は感じています。ぜひ午後の時間帯の品薄などの改善等図りながら引き続き

この地場産率の品ぞろえに努めていっていただきたいと思います。 

 次に，テナントとして入っているコンビニエンスストアの営業時間が，今月よりこれまでの朝

５時から夜１１時までから朝５時から夜９時までと変更になっています。今までも，夜間道の駅

を利用されている方からコンビニが閉まってしまうと飲み物を全く買うことができない状況で，

飲料水の自動販売機を設置してほしいとの声が上がっていました。今回の営業時間変更により，

よりこれまで以上にその設置が望まれるわけですけれども，この道の駅への自動販売機設置につ

いては検討されているのかお伺いをいたします。 

○成井小太郎議長 答弁を求めます。農政部長。 

○根本勝則農政部長 自動販売機の設置についてどのように検討されているのかについてお答え

いたします。 

 現在，コンビニエンスストアの閉店後に施設利用者が飲み物を買うことができない状況であり

ますことから，これから暑い夏に向けまして施設利用者のサービスの低下とならぬよう早急に自

動販売機を設置することが必要されていることから指定管理者である常陸太田産業振興株式会社

が自動販売機の取り扱い業者と現在調整を進めているところでございます。 

○成井小太郎議長 藤田議員。 

○５番（藤田謙二議員） わかりました。ぜひできるだけ早く設置していただけるようお願いを

いたします。 

 次に，全国で 1,１５４もの道の駅がある中，オリジナリティーをどのように打ち出してにぎわ

いを維持，また発展させていくかが大きなポイントとなると感じています。道の駅ひたちおおた

は，平成２６年度に全国から重点道の駅に選定された際，年間を通して摘み取り体験可能な多品

種のトマトハウスを整備し，栽培管理者として県内の農業者等，養成専門大学校の新卒者を雇用，

将来的には市内で独立した農業経営が可能となるようほ場や住居等の確保を支援するといった点

と６次産業化や農商工連携等に取り組む意欲のある農業者や団体グループが加工品づくりの施策

や研究ができる専門スペースを設置するなど地域の基幹産業である農林畜産業の振興を図るため

の拠点として活用するといった点の２つの取り組みへの期待から重点域として選定されたわけで
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すが，この２点については，どのように評価されているのかお伺いいたします。 

○成井小太郎議長 答弁を求めます。農政部長。 

○根本勝則農政部長 重点道の駅としての２つの取り組みについてどのように評価しているのか

についてお答えいたします。 

 １つ目の特徴的な事業でありますトマトハウスについては，現在指定管理者であります常陸太

田産業振興株式会社が茨城県立農業大学校の新卒者を栽培管理者として採用いたしまして，トマ

トの安定生産，品質向上に努め日々管理を行っており，摘み取り体験のリピーターも徐々に増え

てきている状況にございます。 

 ２つ目の特徴的な事業であります６次産業化農商工連携の拠点施設といたしまして加工品づく

りの施策や研究ができるスペースといたしまして設置した体験交流施設では，これまでに本市の

特産品等を使った料理等の講習会や講座が開催されているほか，各種の特産品等の展示会及び即

売会など幅広い分野での活用がされておりまして平成３０年度の利用団体は延べ８２団体，利用

日数は１８７日でございます。なお，体験交流施設の稼働率につきましては，５1.５％となって

おります。 

 また，加工施設においては２つの事業者が地場産物を使った惣菜や菓子の製造販売をしており

ましてお客様から好評を得ている状況でございます。 

 引き続き６次産業化や農商工連携等に取り組む農業者や団体等を支援するため，トマトハウス

による新たな担い手育成や体験交流室，加工施設を活用した商品づくりなどを推進してまいりま

すとともに今後も重点道の駅として必要に応じて国からの支援を受けながら道の駅ひたちおおた

を発展させていきたいと考えております。 

○成井小太郎議長 藤田議員。 

○５番（藤田謙二議員） この体験交流室の利活用のオリジナリティーを打ち出す上でも鍵を握

っていると感じていますので，できるだけ展示会的な催しよりも体験型の催しをふやしていただ

けるよう努めていっていただきたいと望みます。 

 そして，最後にオープンから間もなく３年が経過する中，やはり今後大切なのはマンネリ化を

抑制しつつ新たな仕掛けを考えていくことではないかと思います。そういったことから３周年を

迎えるに当たって何か新たな企画等を考えているのかお伺いをいたします。 

○成井小太郎議長 答弁を求めます。農政部長。 

○根本勝則農政部長 ３周年を迎えるに当たっての新たな企画等についてのご質問でございます

けれども，道の駅ひたちおおたでは今年度４月に就任いたしました新駅長のもとに７月のオープ

ン３周年記念フェア，９月から１０月の茨城国体等のソフトボール等の会場となることに伴うお

もてなしのイベント，今年度末に見込まれる入込客数３００万人の達成記念イベント等，新たな

取り組みについて現在検討をしているところでございます。市といたしましても，企画及び事業

の実施について支援をしてまいりたいと考えております。 

○成井小太郎議長 藤田議員。 

○５番（藤田謙二議員） この秋の国体がまさに絶好の機会であると言えますので，このチャン
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スを最大限に生かしていけるような仕掛けに期待をしています。 

 最後に，１回目の質問においても紹介しました全国のモデル道の駅に選定されている道の駅も

てぎでは，販路拡大のためのオンラインショッピングやリピーター獲得のためのお得な特典やサ

ービスが得られるもてぎすきだっぺクラブといったファンクラブを結成し，会員を募集していま

す。年会費は無料で５００円の入会金で会員になるとポイントカードとして利用できる会員証が

発行されるほか，年３回もてぎすきだっぺ通信という会報とともに会員限定のお得なクーポンが

送られるのと合わせて体験教室やイベントの優先権を得られるなど，リピーターの獲得に力を注

いでいます。 

 ぜひ，道の駅ひたちおおたにおいてもレストランをはじめ直売所やテナントなど施設全体で利

用できる共通のポイントカードの発行など来客数の増加へとつながる取り組みを展開していって

いただきたいと望みまして，私の一般質問を終わります。 


